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P123b ALMA望遠鏡による大マゼラン雲ホットコアの 5000au分解能観測
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大マゼラン雲は銀河系近傍（50 kpc）に位置する低金属量矮小銀河であり（∼ 0.3 ‒ 0.5Z⊙）、重元素の少ない
環境下における物質進化を探る上で有用な天体である。近年の ALMA 観測により、大マゼラン雲においても原
始星に付随する高温・高密度のホットコア（T > 100 K, nH2 > 106 cm−3）が発見され始めている。これら大マ
ゼラン雲ホットコアにおいては複雑な有機分子（COMs）が検出されるものと、全く検出されないものが報告さ
れており、天体ごとの大きな化学的多様性が明らかになりつつある（例. Shimonishi et al. 2016, Sewi lo et al.
2018）。しかし、約 0.5–1.0秒角（0.1–0.2 pc）の分解能で行われてきたこれまでの観測では、ホットコア領域が
十分に分解できておらず、ビーム希釈効果により正しく COMsの存在比を見積もれていなかった可能性がある。
今回、我々は 0.1秒角（0.024 pc ≃ 5000 au）の高分解能のALMA観測を、COMsであるメタノールが検出され

た二つのホットコア Lh05 A, Bと、検出されなかったホットコア ST11に対して行った。観測周波数域は 344–360
GHz、速度分解能は約 0.8 km/sであり、0.1秒角および 0.4秒角分解能のデータをコンバインしてCLEANを行っ
た。解析の結果、ホットコア領域の空間的な広がりは、SOや SO2などの無機分子の高励起輝線により分解され
た。有機分子については、Lh05 A, Bにおいてはメタノールが検出されたが、ST11においては高温領域が空間分
解されたにも関わらず検出されなかった。このことから、COMsの検出の有無は分解能の低さに起因するもので
はないと考えられる。同じ分子雲から生まれた二つのホットコア Lh05 A, Bの化学組成は非常に類似しており、
これは星形成の初期条件がホットコアの化学組成に影響を及ぼす可能性を示唆している。


